
第 18臨 BELCA賞決定 

BELCAでは、このたび、第 18長IBELCA笠の表彰物件(10物持)を以下の議り決定いたしましたので、

お知らせいたします。

なお、表彰式は来る平成副都 S月四日泌随時より、東京都中央区自本構鋭穀宵のロイヤルパークホ

テルにて開催いたします。
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自 的 多を実施した既存の建築物のうち、特に優秀なもの11適壊な維持保全を実擁したり、優れた改

の関係者をロングライフ、ベストリフォームの 2部門により表彰し、良好な建築ストックの

形成に寄らすることを民話とします。

受賞件数 今闘を含め、これまでロングライフ部門  84件、ベストリフオ}ム部門  92件、合許  176件が  

BELCA堂を受賞しました。(前閉までの表彰物件につきましでは、次ベ…ジの地区iをご参照

ください)

要件 ロングライフ部門は長年にわたり適切な維持様会が実施され、建築後30年以上経過した建築

物のうち特ぷ寵秀なものを表彰し、ペストリブオ…ムき15Fうは賞受近改修され、その改修により

画期的な活性化が図られ、改{彦後 1年以上を経過した建築物のうち替に優秀なものを表彰し

ます。

考 震の選考は、学識経験者、建物所有、設計、建設、設鏡、メンテナンスといった多分野から

なる iBELCA堂選考委員会J(委員長:内田持議/東京大学名誉教授)により行われました。

表彰式 表彰式泣来る平成 21年 5月 19日洲崎時より、東京都中央区日

本繍蛎殻町のロイヤlレパ}クホテルで関憶されます。

強襲者 ロングライフ部門で建物所存者、設計者、籍仁者、維持管理者

多設計者、改11の問者、ベストリブオーム部門で建物所有者、改

修施工者の:王者が表彰されます。

なお、受業物件には主主持{文化勲章受章者/1貼佐美行氏作)が

贈呈されます。

委員  内出 祥哉 〈東京大学名誉教授)


関委員長三井所講典 (町村アルセッド建築研究所代表取締役・芝諾工業大学名誉教授)


説委髄長鎌的 (祷奈)1[大学工学部建築学科教授働東京大学名誉教授)


委 員今補 良夫 (自本竜設工業鰯執行役員事業開発本部副本部長)
 

'/ 岩井 充男 (三菱地耕輔顧問) 


ク 江本 正和 〈持松宮王子間設計 専務取締役業務統括議長兼情報管理室長)

。 患崎 勝 (鹿島建設総議行役段建築設計本部長) 


両日も 才介 (大成議設橋取締役専務)

。
イテ

念E日 昌典 (高砂熱学工業暢ファシリテイ・ ピス本部ファシリティ・サーピス部長) 

Jデ 酒井 事多 (側NTTファシリティーズ FM事業本部技指部長)

イ少 藤田 維春 (鰯{左藤総合計画 1t表車締役副社長) 
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BELCA賞は、良好な建議ストック、つまり社会の中で生き生きと活用される主主築の形成に寄与するこ

とを詩的に設けられた貰である。賞を二部門い分け、周到な長期計画で、安定した維持課金を継続して

いるものをロングイフ、巧みな設修によって、嘗て活躍した建物を現代社会に蘇生させたものをベストリ

フォームとし、災彰件数は平成 3年以来諮掛まで、 166件に議している。

ロングライフ部門では、所有者、設計者、議工者、維持管理者の四者を、ベストリフォ…ム蔀門では、

訴存者、改修の設計者、施工者の三者を表彰しているが、地球環境問題にともなう建築物の長期利用の気

運を背景に、 BELCA賞への島心は年々高まりつつある O 今回は、ロングライフ諮問 4件、ベストリフォ

ム部門 6f午、合わせて 10持を表彰することになった。

今魁表彰されるロングライフ部門』こは、戦前の百貨庖と事務所を代表する建築と、戦後の告本建築界を

代表する教会と鉄落が選ばれた。いずれの物件も、竣功以来、関採者の深い愛情と不断の努力で現在まで

活用されてきたものである。

ベストリフォーム部門では、公共通路、銀打、設計事務所ピル、研究所、社員クラブ、 と、多議な

物持が選ばれた。今i設のベストリフォーム部門の特捜辻、基本的な用途を変更した物件がごよい点で、

によればロングライフ部門としても不自然でない。用途変斑が蕪いにもかかわらず、ベストリフォームに

応募されたのは、耐震論議、設備の更新、牲能のグレードアップなど、時誌の要請を反映した改装や、性

能の改善が、通常の維持管盟、槙鯵の域を超えているためであろう。すなわち、 1)フォームの過程で誌デ

ザインの歴史的復元、窓内議壌の試行的改善、床を抜く滅築、中長去に架ける展設など、抜本的改築技法が

採り入れられている。

嘗ては、慢れたデザインの耐震補強だけでも注目すべきリブオ}ムとされたこともあった。だが、昨今

はそれだけでは珍しくなしそれ以上の付加髄鍍が、選考過程で求められるようになったo 本年の応善事物

件は本準が高く、選考は、これまで以上に密難なものと会った。今後、此の方i詞の技術開発が、一層多角

的になると、応募作品の水準も、ますます高まることが予想される。 

BELCA設も 18出を重ね、各地への燭知も広まっている。しかし未だ受賞物件のない県が 15県あり、建

物の維持保全長講を全国的に務及向上話せようとする本震の題皆から、これら未だ受章のない地域からの

積譲的誌募が期待されている O

今回表彰される物件が、まえが固の優良な建議ストック形成に寄与することを謙信するとともに、建築物

の雑持保全に E夜努める関係者各位に対して、深い敬意を表したい。 
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第 18回BELCA食には、昨年度とほぼ偶数の応募物件があったものの、ベストリフォーム部門の応募数が増える一方で、

ロングライフ部門の応募数は減少した。しかし、表彰物件数が昨年と同数の 4f字句あることが示すように、例年にもまし

て優れた物件揃いであったというのが、選考委員念員の感懇であった。今回ロングライフきBFうで選定された表彰物件のう

ち 3件は、竣工当初より用途が変更されていないが、建設会社本底ピルからレストラン・燈史資料館・ 4子稜学校を含む複

合荊途ピルに熔途変更されたりレポンドシニL)レピル jを含んでおり、ベストリフオ}ム部Fうとロングライフ部門の閥者を厳

欝に区別することなく、両者合わせて 10件を選ぶという選考方法が妥当なものとなっていることを、終年と同様J蕊じさせ

られた。今腐の表彰物件は、年数が最も少ない rJlt京カテドラル喪マリア大喪堂 lで唆ーて後約 45年が殺過しており、炎期間

にわたり、所有者、設計若手、施工去をおよび維持・管理に携わる方々が、各立場から真剣に建物会長く使うために努力され、

また、所有殺の方が、建物に強い愛殺を持ち続けたことに対し、心から敬意を表したい。 

f伊勢丹ヰミ応本館J09331f.竣工)は、 1886年神田明宇中下で伊勢屋丹治呉服fdとして創業した「伊勢丹」が、新開地である

新務に百貨庖として進出ナゐことになり建設した建物が元となり、その後隣接する建物の畏収合併を行い、 1965年までに

周100年には伊勢丹創業1986撃によりはほ現主主の姿となったが、11年の外装改1936は期に及ぶ増改修を行ったものである。 

年事業の一環として、会蕗の外装全面改修を行い、耐久性と安全性に配慮し、高J鋭部のテラコッタとタイル、スチ-)レサッ

シユは、既奈のテラコッタとタイルのイメ…ジそのままに GRCパネルやアルミサッシュに遺き換えながら、昭和初期のア

ル・デコ認のデザインとしての蘭影を残しつつ、近代化されたファサードとなったのが今日の姿である。 2003年から S年

にわたあ全面的な耐震補強を行い、現行法規と同等の耐震性能をもたせていること、維持管理・保全に関しでは、長期保

全計闘を作成し、場改築ごとに設備改修・更新が&Jられ、さまざまな省エネルギー・省資源化が図られていること、屋上 

J1)利用でも、単なる集客受持とすることなく、芝生広場や四季をテ…マとした問滋式縫闘などを積極的に取り入れ、都市

緑化に賞献し、心地よい公共諮問を生み出していることなどが評価された。 

f東京カテドラル惑マリア大強堂J(]964年竣工〉は、数ある丹下建築のやでも代々木庭内総合競技場と並んで段高傑作

とも許ーされる建築である。竣工後2L32年目に続き行われた今回の 43年自の大幾模改修では、オリジナルデザインを踏襲

しつつ、 HP(双他放物線〉シょにルのコンクリート劣化が内外部とも徐々にではあるが遂行し、内俊でもわずかながらエフ

ロレッセンスが生じ、また、竣:仁以来ほとんどノーメンテナンスだった外装ステンレスには腐食や捲れが生己、下地鉄骨

にも発錆が主主1.:-Cいるという数々 の問題に対し、 RC躯体の防水対策を充分に施した上でステンレス放を全面鮎努えるとい

う万全を潟した改修を行い、さらに応急処蛍が行われていたトップライトについてもシールによらない約まりのアルミトッ

プライトを新設している。極めて襲撃易度が高い外装改修工事を、専用の治具を製作するさ主ど種々の工夫をして見事に成功

させていること、認球切れ毎に足場を級まなければ交換できなかったトッブライトの照明を昇降式の大型のものに換えて

いることなどの他に、今後に計画されているバリアフリー北や、大霊泉堂と同時期に竣工した銭楼の改修、献党 50周年に行

う予定の構内再構築毅犠への準備など、所お君子の熱意が蒔く詳鏑された。

年竣工)は、内藤多仲の設計指導のもと建設され、現在でも自立鉄塔としては俊界一の潟さを958(] J「東京タワー

建物であるが、 50年の閥、東京のランドマークとして美しい姿を保ち続けていることが高く評価された。その裏では、多

くの函難を伴った改修、維持・管理が行われている。 2003if~ には、アナログ放送からデジタル放送へという時代の要請に

応え、特別展議会上部鉄塔の地仁 250mに地上デジタルアンテナを増設、大誕祭合政下の地上 100mの鉄格内にデ、ジタル送

信機窓を増設したが、建設時の総腐葉 3700tに新たに計 600tもの荷重が高所に加わるといった難二仁容を、様々な技術を駆

使し、 24時間放送停止なし、かっ、電波察本来の機能性と、現主主の設計基準でも十分伝安全性の南方を満足させる仕様で

完了している。その他にも、塔体下部の低層棟{放送中継施設および観光施設〉の耐震補強および内外装のリニュ…アル、

大展繋台へのエレベータ}更新工事、発信電波に影響を与えぬよう丸太足場を組んで手塗りで実施している 1965以降 5年

毎のきさ袋努え、施設巡営システム導入によ 
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第 18問 BELC入賞ベストリブオーム諮汗は応募建物の用途の幅が広し改修の要素技識も多様イヒし、続綾北し 

参して建物を大切に使うという概念がますます広がっていると思える。受賞した事例11ている傾向が見られた。議

をみると、近代建築初期のレンガ迭の通費館、地域で初めての RC浩の銀打、昭和 30年代中頃経許の高度成長初

期の事務所と駐車施設、昭和 50年代オイルショック寂後の民間技議長iIf究所、大学の文科系研兜施設など建設の背

景も謂途も問じものはない。耐震補強の技衛や環境配患の技術もさまさやまで、研究開発技籍が突を結んできてい

ると思われる。また、デザインを含め全体にリフォーム設計の優れたものが多かったという印象が深い。

「行幸治下通路 J (1960年竣工、 20昨年改修)は泉居と東京量えま商を結ぶ行幸道路の地ド 1階に実現した都市計

断通路で、周辺のどルとも接続する自出通路である。従来は駐車場だったところで、地下 2階は現在も駐主事場と

して機能している。通路の湾側iには展示スペースが設けられ、地上と結ぶ階段やトップライト、並木根鉢などを

活用して耐擦補強も巧みに笑視している。朝夕の雰部気演巡の照明や環境記長霊童空調など設機言l'画も優れ、公共

的都市施設と建築が一体となった丸の内中心地区のすぐれた都市整藷である。

「静li'ii]議行j兵松営業蔀本館J (1928年竣工、 2007年改修〉は、静岡で初めての RC造の迷州銀打本高として建設

され、長く市民に愛されてきた建物で、現在はj兵松市指定文化財になっている。この改修め特質は IEl館の中央吹

抜け部分を来客ロビーに、期間の天井の低い部分を営業事務スベ}スに変えたことと、新館との譲合部に 4階吹

抜けの新しいロビーを設けたことである。建物に入った人々はこの仕組みによって!日館の内外をゆっくり楽しむ

ことができる。 I日館の設備を自立たなくした空調の成功もこのこつの特質を巧みに活かしたすぐれた設修設計に

よるものである。

「大成建設技術センタ…本館J(1979年竣工、 20061f改修)は患として研究者のデスクワークと本部機議をも

っ主義物で、今目的繋講の機能向上を総合的に実現した改修である。特捜は専門分野別に孤立しがちなところを中

心部に吹抜けを設け、視覚的心的交換を日常化し、鎌究者の交流を総選することに成功していること、岳ら研究

開発してきた耐震補強・環堤配織の諸々の技術を集中的に違思しモデル化していること、これらの統合が洗練さ

れた空間としてまとめられていることで、改修として潟く評側窓れる。

「網町三三井倶楽部 J(1913年竣工、 2006年改修〉は J“コンドル設計の 20世紀初療の代表的建築で、建物を将来

って保存活舟するため今回の大改修が行われた。特穫はレンズf造の上部鑑体への地譲入力を低く抑えるため 

1階床版と恭護梁を補強し基礎免諜技術を用いたこと、柱時の写真や図面公綿密に調査しオリジナル空関を復元

したこと、今日の進策轄にふさわしい撞設にずべく設構許爵にも工夫を譲らしたこと、さらにこの改修を建物を

使用しながら部分的に少しずつ実擁する工事上の難鶏令克服したことでま修設計と改修工事のレベルが核めて高

いと評鰯される。 

f東邦大学朝霞校舎実験工房練J(1979年竣工、 2005年改修)は!日文詑系研究議棟を新学部、新学科の工学・デ

ザイン系教場として再生した女子部である。特畿は繋牢な RC際仕切り壁で細かく区採された空間を少人数教宵のス

タジオとする教育ソフトを対応させて活用していること、中庭に麗棋を架け、実験・制作、議論・講評の場とし

て 3腐全体をまとめるアトリウム空間安実現していること、各訴に手づくり!感覚のある仕上げや細工を麗し、す

べてを教材化、教具イとしていることである。実穂施設としてソブトとハ…ドを見事に調整し、再生した秀作である。

「松田平田設計二本社ピ jレJ (1960年竣工、 81・89年増築、 2006年改修〉は創建当時の時代背景の中で実現した階 

iおの厳しい (2.9m)事務所隷とそれに合わせて増築された全 3棟をまとめて:再生した好例である。特f震は既存の

諌の枕置や高さの違いを活かしながら中心部に横ずらし 3J溺吹抜けを床を説く減築というそ手法で実現し、全体に

開放感を倉市したこと、自然充の掠り入れ、告熱換気、屋上線北、断熱性向上、者エネ機器の採用、高?震補強な

ど各所に環境問aD藍の婆言葉技術を駆{吏し、これらを巧みに統合したことである。昭和 30fド代の議築を取り壊さ

今後 50年の継続利用を目指して改修された秀弥である。 
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